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１．はじめに 

けい酸塩系表面含浸工法は，橋梁など一般土

木構造物の表面保護工に多数適用されている

が，農業用水路の補修工法としての適用事例は

少ない．そのため，農業用水路の補修工法の各

種マニュアル・手引き類への反映は概要のみに

留まっており，その補修適用性を定量的に評価

することが望まれている． 

本研究では，農業用コンクリート水路補修工

法への適用に向け，けい酸塩系表面含浸材を選

定し，その基礎特性を評価した． 

２．実験の概要 

2.1 対象としたけい酸塩系表面含浸材の概要 

本研究では，現在市販されており，施工実績

のあるけい酸塩系表面含浸材を 10種類選定し，

後述する各種試験を実施した． 

2.2 各種試験の概要 

含浸材の基礎特性の評価として，反応性確認

試験，乾燥固形分率試験，種類判定試験を実施

した．試験方法は，最新のけい酸塩系表面含浸

材の規準試験である JSCE-K 572-2012に準拠し

た．反応性確認試験では，作製直後のセメント

ペースト片に加え，既設水路での適用を想定し，

促進中性化させたセメントペースト片による

試験も実施した．乾燥固形分率試験は，実施工

を模擬した常温乾燥による方法 1)を採用した． 

*株式会社アストン，Aston Inc.，**鳥取大学大学院連合農学研究科，The United Graduate School of Agriculture， 

***株式会社総合開発，Sogokaihatsu Co. Ltd.，****高知大学，Kochi University，*****島根大学，Shimane Univeristy，

キーワード：けい酸塩系表面含浸材，乾燥固形分率，反応性 

 
   a)作製直後のセメントペーストを使用   b)促進中性化させたセメントペーストを使用 
 

Fig.1 けい酸塩系表面含浸材の反応性確認試験の結果 
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３．試験結果 

3.1 反応性確認試験の結果 

反応性確認試験の結果を Fig.1 に示す．図中

では，左から選定した 10種類の含浸材を A～J

として並べ，純水を用いた結果も併せて示す．  

作製直後のセメントペースト片による試験

では，種類により反応速度に差はみられるもの

の，14日経過時点ですべての含浸材で白濁（水

酸化カルシウムとの反応）が確認された．一方，

促進中性化させたセメントペースト片による

試験では，作製直後のセメントペースト片によ

る試験に比べ，白濁が確認できるまでの期間が

長くなる傾向が示された． 

3.2 乾燥固形分率と種類判定の評価結果 

10 種類のけい酸塩系表面含浸材の基礎物性

値および乾燥固形分率試験と種類判定試験の

結果を Table 1に示す． 

乾燥固形分率試験の結果，躯体コンクリート

表層部の微細ひび割れなどの空隙充填率に大

きく影響する乾燥固形分率 2)は，含浸材の種類

により大きく異なり，比重との比例関係が確認

された． 

種類判定試験の結果，本研究で対象とした含

浸材は，G が分類対象外，I が固化型，他のも

のはすべて反応型であることが確認できた． 

４．まとめ 

含浸材は製品ごとに特性が大きく異なるた

め，農業用水路補修への適用を検討する場合，

環境条件や併用工法などを考慮して効果を確

認し，材料を選定する必要があると考えられた． 
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Table 1 実験に使用したけい酸塩系表面含浸材の特性 

Characteristics of silicate-based surface penetrants 

記号 比重 pH値 液色 常温乾燥固形分率（%） 種別 主成分 

A 1.25 11.4 無色透明 42.5 反応型 けい酸ナトリウム 

B 1.16 11.1 無色透明 33.2 反応型 けい酸ナトリウム 

C 1.06 11.3 無色透明 12.8 反応型 けい酸ナトリウム 

D 1.08 11.1 無色透明 15.9 反応型 けい酸リチウム 

E 1.05 11.4 無色透明 11.0 反応型 
けい酸ナトリウム， 

けい酸カリウム 

F 1.07 10.5 無色透明 22.2 反応型 けい酸リチウム 

G 1.25 5.9 無色透明 38.3 － － 

H 1.12 11.0 無色透明 20.9 反応型 

けい酸リチウム， 

けい酸ナトリウム， 

けい酸カリウム 

I 1.11 12.0 淡白色透明 24.4 固化型 
けい酸リチウム， 

けい酸ナトリウム 

J 1.08 11.2 赤橙色透明 19.4 反応型 
けい酸ナトリウム， 

けい酸カリウム 
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